
水災時における活動についてのアンケート調査結果 

 

１ 水災活動時の教育訓練及び安全管理について 

（１）水災活動時に安全管理を含め不安がありましたか。 

 

 

（２）（１）であったと答えた方にお聞きしします。どのような理由でそれを感じましたか。 

  【複数回答可】 

 

 

（３）水災活動能力向上のためには、どのようなことを実施すればよいと思いますか。 

【複数回答可】 

 

 

あった

88

45%

なかった

109

55%

活動面に対する不安

18

57

64

資機材不足

知識不足

訓練不足

不安要素

26

42

42

52

111

153

消防学校での教養

インターネットでの教養

消防学校での訓練

水災専門訓練場での訓練

消防署での教養

消防署での訓練

向上方策

資料２ 



２ 水災時の情報収集体制の強化について 

（１）現在の連絡手段の補完するものとしては、何が必要ですか。【複数回答可】 

 

 

（２）現在の情報収集体制を強化するのには、何が必要ですか。【複数回答可】 

 

  その他の意見として、SNS の活用・特別区消防団専用無線通信機を各自に配置するなどの

意見がありました。 

 

（３）平常時の連絡手段の補完並びに情報収集体制を強化には、何が必要ですか。 

  【複数回答可】 

 

  その他の意見として、SNS の活用・スマートフォン専用アプリの開発導入などの意見があ

りました。 

  

32

92

122

固定電話

携帯電話

インターネット

補完手段

103

130

携帯電話

インターネット

情報収集体制強化

27

115

121

固定電話

携帯電話

インターネット

平常時の情報収集体制の補完・強化



３ 予想を超える水災に対する装備資機材の増強について 

  ≪現在の分団施設に収納できることを前提≫ 

（１）地域特性を踏まえて新たに必要な資機材又は増強する資機材はありますか。 

   排水ポンプ【３４】 

ボート（ゴムボートを含む）【３２】 

強力ライト【３１】 

   胴長【２３】 

消毒液やマスクなどの衛生用品【２２】 

土のうや水のう【１０】 

（２）既存の資機材を改良することで活動能力が向上するものがありますか。 

   資機材の軽量化【１６】 

可搬ポンプ積載車を改良し、状況によって資機材を選択し積載できるように【１４】 

   可搬ポンプ運搬車（手引き台車）の軽量化【１０】 

可搬ポンプの形状を共通化し、どの積載車や運搬車にも積載できるようにする【６】 

可搬ポンプを改良しメンテナンスを容易にする【６】 

 

 

可搬ポンプ積載車 可搬ポンプ運搬車 

 

４ 分団本部施設のスペース等の確保及び機能向上 

（１）現在の分団施設で改善する場所はありますか。 

   分団本部自体が古く、新設や改築をして欲しい【２５】 

   物置や収納棚の設置【２１】 

   狭くて物を置ける場所がない【１９】 

   インターネット環境の構築【７】 

（２）分団施設に必要な機能や設備はありますか。 

   更衣スペース【１２】 

   インターネット環境の構築【９】 

   女性用トイレ【８】 

   女性に配慮したスペース【７】 

   仮眠スペースや設備【６】 

   シャワー設備等【６】 

（３）必要な資機材や設備はありますか。 

   折畳み寝台や寝袋【１６】 

   各自に特別区消防団専用無線通信機を配置する【８】 

   折畳みリアカーや台車【７】 

   簡易トイレ【５】 

 


